
公益社団法人 野洲市シルバー人材センター広報部会
　本所　〒520-2315
　　滋賀県野洲市辻町439番地
　　TEL.077-586-2333 FAX.077-586-0887
　中主連絡所　〒520-2413
　　滋賀県野洲市吉地1131番地
　　（電話は本所へ）

●理事長・前理事長 挨拶………………………2
●事務局長挨拶・事務局職員体制・事業計画…3
●各部会長挨拶……………………………4～5
●各部会長挨拶・役員の紹介・互助会だより…5
●会員の広場……………………………………6
●会員作品・人権シリーズ……………………7
●シルバー啓発・編集後記……………………8

Vol.34
2020.9.25

撮　影：三上５班 原田 弘昭
撮影地：草津市烏丸半島

2016（H28）７月　花蓮は枯れた為、
以降見ることが出来なくなりました。

目　　　　次

高齢者の豊かな経験と能力を地域社会に
ホームページ　https://www.sjc.ne.jp/yasu/

題　 名

湖面一面の花蓮の群生と三上山湖面一面の花蓮の群生と三上山



シルバー やす令和 2 年 9 月 25 日 （２）

今
年
は
、
年
度

当
初
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
や
熊
本

を
は
じ
め
日
本
各
地
で
記
録
的
な
豪

雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
や
被
災
さ
れ

る
事
も
な
く
、
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の

理
事
長
退
任
に

あ
た
り
一
言
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
二
十
六
年
六
月
に
理
事
長

の
重
責
を
受
け
六
年
が
経
過
し
、
本

年
五
月
の
総
会
を
限
り
に
理
事
長
を

退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

就
任
当
時
の
平
成
二
十
六
年
度

に
は
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
る
経

済
の
影
響
、
野
洲
市
財
政
健
全
化
計

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
五
月
二
十
九
日
開
催
の
令

和
二
年
度 

定
時
総
会
に
お
い
て
、

役
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
選
任

が
上
程
さ
れ
、
理
事
十
三
名
、
監
事

二
名
が
承
認
を
得
、
同
日
開
催
の
理

事
会
に
於
い
て
、
副
理
事
長
に
山
中

理
事
並
び
に
重
高
理
事
が
再
任
、
わ

た
く
し
山
本
克
巳
が
理
事
長
に
選
任

理
事
長   

山

本

克

巳

理
事
長   

山

本

克

巳

就
任
の
ご
挨
拶

前
理
事
長   

吉

田

幸

男

前
理
事
長   

吉

田

幸

男

退
任
の
ご
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

も
と
よ
り
理
事
長
と
言
う
重
責
を

担
う
だ
け
の
力
量
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
シ
ル
バ
ー
事
業
発
展
の
た
め
に

努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
会
員
や
役

員
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
も
ご
存
知
の
様
に
少
子
高

齢
化
が
進
み
労
働
力
人
口
が
減
少
す

る
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
労
働
力
が
大
い
に
必
要
と
さ
れ
、

地
域
社
会
を
支
え
る
重
要
性
が
さ
ら

に
増
す
と
の
期
待
感
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
会
員
は
、
今
日
ま
で
培
っ

て
き
た
知
識
、
経
験
を
活
か
し
て
地

域
社
会
の
支
え
と
な
り
、
健
康
で
生

涯
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
「
生
涯
現

役
社
会
」
の
実
現
に
努
め
、
高
齢
化

の
受
け
皿
と
し
て
期
待
に
こ
た
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

令
和
二
年
度
に
お
き
ま
し
て
も

「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
を

基
本
理
念
に
、
元
気
で
楽
し
い
就
業

と
な
り
、
地
域
社
会
に
根
付
い
た
セ

ン
タ
ー
と
す
る
為
に
、
会
員
の
皆
様

と
共
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
就

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

画
に
よ
る
事
業
の
見
直
し
等
も
あ
り

事
業
実
績
で
は
前
年
度
並
み
を
確
保

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
国
の

運
営
補
助
金
の
削
減
も
あ
り
事
業
運

営
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
高
齢
者
活
用
の
補
助

事
業
の
実
施
も
あ
っ
て
、
現
在
の
補

助
金
と
な
り
事
業
を
継
続
し
て
い
く

上
で
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
援
助
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
の
事
業
運
営
に
あ
た
り

ま
し
て
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
役
職

員
の
方
々
の
ご
理
解
ご
協
力
、
滋
賀

県
シ
ル
バ
ー
連
合
会
、野
洲
市
行
政
・

議
会
の
ご
指
導
と
と
も
に
、
地
域
の

皆
様
の
シ
ル
バ
ー
に
対
す
る
ご
理
解

と
温
か
い
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。今

年
は
、
ま
さ
に
想
定
外
で
あ
り

ま
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
発
生
し
、
経
済
予
測
で
は
マ
イ
ナ

ス
景
況
で
の
厳
し
い
事
業
運
営
と
な

り
ま
す
が
、
山
本
新
理
事
長
の
も
と

シ
ル
バ
ー
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
公
益
社
団
法

人
野
洲
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
ご
隆
盛
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
ご

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。



シルバー やす（３） 令和 2 年 9 月 25 日

こ
の
度
、四
月

一
日
付
け
を
も
ち

ま
し
て
前
中
島
局

長
の
後
任
と
し

て
、
事
務
局
長
に
就
任
し
ま
し
た
白

井
芳
治
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
機

関
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
当
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
高
齢
化
社
会
が
益
々
進
展

す
る
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
果
た
す
役
割
は
、
益
々
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
よ
り
一

層
地
域
に
根
ざ
し
信
頼
さ
れ
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
な
る
た
め
、

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
皆
様
の
お

力
添
え
を
頂
き
、
事
業
の
発
展
に
誠

心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

事
務
局
長

事
務
局
長

白
井
芳
治

白
井
芳
治

就
任
の

　

ご
挨
拶

令
和
二
年
度　

事
業
計
画

⑴　

会
員
の
拡
大
と
就
業
機
会
の
拡
大

　

会
員
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
会
員
が
新
た
な
入
会
会
員
を
紹
介
す
る
入
会
者
紹
介
制
度
を

活
用
す
る
と
と
も
に
広
報
活
動
や
入
会
説
明
会
を
開
催
し
て
、
健
康
で
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

の
加
入
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

就
業
機
会
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
既
存
就
業
の
確
保
と
と
も
に
民
間
事
業
所
等
に
対
し
て

シ
ル
バ
ー
の
広
報
活
動
を
行
う
こ
と
で
新
た
な
就
業
分
野
を
開
拓
し
な
が
ら
受
注
拡
大
に
努

め
ま
す
。

⑵　

安
全
就
業
の
徹
底
と
適
正
就
業
の
推
進

　

会
員
が
安
全
に
就
業
す
る
こ
と
は
、
何
に
も
増
し
て
優
先
す
る
べ
き
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、

セ
ン
タ
ー
で
は
「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」
と
い
う
方
針
の
も
と
、組
織
一
丸
と
な
っ
て
、

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
安
全
就
業
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
適
正
就
業
に
つ
い
て
は
、
会
員
・
企
業
等
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
滋
賀
労
働
局
、

滋
賀
県
、
県
連
合
会
の
指
導
に
基
づ
く
法
令
遵
守
の
取
組
み
を
推
進
し
て
適
正
就
業
に
努
め

ま
す
。

⑶　

福
祉
・
家
事
援
助
事
業
の
推
進

　

少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
に
よ
り
受
注
機
会
が
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
福
祉
・
家
事

援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
就
業
機
会
の
開
拓
、
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
政
や
福
祉
関
係

機
関
と
連
携
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

⑷　

普
及
啓
発
活
動
の
推
進

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活
動
に
つ
い
て
広
く
周
知
す
る
た
め
、
広
報
紙
や
チ
ラ

シ
の
発
行
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
と
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施
に
よ
り
普
及

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

• 

市
・
セ
ン
タ
ー
広
報
紙
、
事
務
局
だ
よ
り
、
チ
ラ
シ
の
発
行

• 

普
及
啓
発
促
進
月
間(

十
月)

に
お
け
る
啓
発
活
動
の
実
施

• 

学
区
別
奉
仕
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）
の
実
施

• 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
啓
発

⑸　

事
務
局
運
営
の
効
率
化
と
適
正
化

　

徹
底
し
た
コ
ス
ト
意
識
の
醸
成
や
計
画
的
な
予
算
執
行
に
努
め
る
と
と
も
に
運
営
経
費
の

効
率
的
な
運
用
と
縮
減
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
公
益
的
立
場
や
社
会
的
責

任
を
一
層
自
覚
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
の
徹
底
と
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
遵
守
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑹　

職
業
紹
介
事
業
の
実
施

　

臨
時
的
、
短
期
的
ま
た
は
軽
易
な
業
務
に
つ
い
て
、
各
事
業
所
等
か
ら
の
要
請
に
伴
う
会

員
へ
の
就
業
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

⑺　

人
権
問
題
の
取
り
組
み

　

人
権
問
題
に
関
す
る
基
本
的
な
理
念
で
あ
る
「
人
権
問
題
の
解
決
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
課
題
で
あ
る
。」
こ
と
を
念
頭
に
、
ま
た
地
域
社
会
の
一
員
で
あ
る
と
の
自
覚
の
も
と
、
社

会
的
責
任
と
し
て
行
政
機
関
や
関
係
団
体
と
連
携
を
強
め
、
人
権
問
題
の
解
決
と
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
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シルバー やす令和 2 年 9 月 25 日 （４）

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
症
が
、
世
界
中
で
猛
威

を
振
る
う
中
、
経
験
を
し
た
こ
と
の

な
い
感
染
症
の
拡
大
を
、
い
か
に
し

て
封
じ
込
め
る
か
が
、
最
大
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
に

な
い
猛
暑
日
が
続
き
、
熱
中
症
対
策

が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
昨
今
で
す

が
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
で

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
事
業
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
コ

ロ
ナ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
健
康
管
理

に
気
を
つ
か
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
早
く
平
穏
な
日
々
が
戻
る

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
今
回
広
報
部
会
長
と
い
う

重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
に
、
親
し
み
や
す
い
広
報
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。
会
員
の
皆
様
か
ら

の
寄
稿
、
会
員
作
品
の
提
供
に
御
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
影
響
で
私
達
の
生
活
や
社
会
、

経
済
活
動
を
も
脅
か
し
て
い
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
で
ご
活
躍

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
の
野
洲
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
員
改
選
に

よ
り
副
理
事
長
兼
女
性
部
会
長
と
い

う
重
責
を
再
度
お
受
け
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

過
去
の
経
験
を
活
か
し
て
部
会

員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

女
性
部
会
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

女
性
部
会
も
、
去
年
ま
で
の
活

動
と
し
て
、
恒
例
の
料
理
教
室
、
寄

せ
植
え
、
ま
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
の
活
動
は
、
部
会
で
充
分
に
話

し
合
い
、
対
策
を
相
談
し
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
女
性
（
会
員
）
が
、
明

る
く
元
気
に
活
動
す
る
姿
を
見
て
も

ら
い
、
親
し
み
や
す
く
活
気
の
あ
る
、

野
洲
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
ほ
ど
大
変
な
夏
開
け
は
無

い
の
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
野
洲
市

シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
、
長
い
梅
雨

が
明
け
た
と
思
っ
た
途
端
、
い
き
な

り
夏
の
最
盛
期
を
迎
え
本
当
に
体
調

管
理
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
お
変

わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

さ
て
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
流
行
に

各
部
会
長

　
  

就
任
の
挨
拶

各
部
会
長

　
  

就
任
の
挨
拶

三
上
四
班   
間 
宮  

正 

男

三
上
四
班   
間 
宮  

正 

男

総
務
部
会
長

総
務
部
会
長

北
野
一
班   

吉 

田  

淑 

子

北
野
一
班   

吉 

田  

淑 

子

広
報
部
会
長

広
報
部
会
長

中
里
六
班   

重 

高  

定 

子

中
里
六
班   

重 

高  

定 

子

女
性
部
会
長

女
性
部
会
長

野
洲
三
班   

山 

中  

誠 

治

野
洲
三
班   

山 

中  

誠 

治

事
業
部
会
長

事
業
部
会
長

ご
活
躍
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
先
の
理
事
会
に
於
い
て
、

総
務
部
会
長
の
要
職
を
お
引
き
受
け

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り

浅
学
菲
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
意
見
、
ご
指
導
を
い
た
だ

き
な
が
ら
職
責
を
果
た
せ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待

と
役
割
が
高
ま
る
中
、
会
員
数
の
拡

大
、
会
員
の
高
齢
化
に
伴
う
就
業
機

会
提
供
の
あ
り
方
等
、
検
討
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
。
今
後
も「
自
主
・

自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念

に
基
づ
き
、
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
り
今
ま
で
経
験
し
た
事
の
な
い
状

況
の
中
、
総
会
を
始
め
全
て
が
異
常

な
中
で
行
わ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
新

年
度
理
事
会
に
於
い
て
引
き
続
き
事

業
部
会
長
を
お
受
け
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

何
分
に
も
微
力
で
は
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
野
洲
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
よ
り
一
層
の
発
展
の

為
、
会
員
、
役
員
の
皆
様
の
お
力
を

お
借
り
し
、
精
一
杯
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
の
様
な
事
で
も
気
付
か

れ
た
事
が
有
り
ま
し
た
ら
ど
し
ど
し

事
業
部
会
や
事
務
局
に
声
を
届
け
て

く
だ
さ
い
。
皆
様
の
一
言
が
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
。
ご
支
援
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

議
案
第
四
号

令
和
二
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

写
真　
中
里
８
班　

白
井
　
和
利



事務局職員体制

事務局長　 白井　芳治（総括）

係　長　 田中　達也（総務・経理担当）

係　長　 浦谷　恵美（総務・業務担当）

主　事　 花田　洋子（総務・業務担当）

主　事　 中村　悠飛（安全適正就業・業務担当）

　　　　 中原　　基（安全適正就業・業務担当）

　　　　 小嶋　和子（業務担当）

　　　　 伊藤江理子（業務担当）

　　　　 馬場　久和（業務担当）

しらい よしはる

たなか たつや

うらたに めぐ み

なかむら ゆ う ひ

はなだ よう こ

こじま かず こ

なかはら もとい

いとう え  り  こ

ば ん ば ひさかず

シルバー やす（５） 令和 2 年 9 月 25 日

令
和
二
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
で
始
ま
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
自
身
と
ご

家
族
の
健
康
管
理
に
苦
慮
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
お
察
し
い
た
し
ま
す
。

三
密
を
避
け
る
、
手
洗
い
う
が
い

の
励
行
、
酷
暑
の
中
で
マ
ス
ク
着
用

等
に
努
め
な
が
ら
の
作
業
は
、
日
々

大
変
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
感
染
症

に
負
け
な
い
安
全
就
労
を
み
ん
な
で

考
え
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

本
委
員
会
は
、
毎
月
一
回
の
会
議

を
持
ち
、課
題
を
吟
味
し
た
う
え
で
、

兵
主
一
班   

森　
　

明

兵
主
一
班   

森　
　

明

安
全
・
適
正
就
業
委
員
長

安
全
・
適
正
就
業
委
員
長

互
助
会
だ
よ
り

互
助
会
だ
よ
り

め
で
た
く
米
寿
（
一
名
）
、
喜

寿
（
二
十
三
名
）
を
迎
え
ら
れ
た
皆

様
に
、
お
祝
い
金
を
お
渡
し
致
し
ま

し
た
。 米

寿
・
喜
寿

米
寿
・
喜
寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
二
年
度

令
和
二
年
度

令
和
二
年
度

会
員
互
助
会
総
代
会

会
員
互
助
会
総
代
会

会
員
互
助
会
総
代
会

会
員
互
助
会
総
代
会

令和２年度  収支予算（収入） （単位：円）

（単位：円）（支出）

科 目
前年度繰越
互 助 会 費
負 担 金
雑 収 入

計

予 算 額
735,037
346,200
490,000

10
1,571 ,247

備　　　　　　考

年間600円（途中入会月割り有り）600名
＠7,000×70名
預金利息

科 目
行 事 費
給 付 金
雑 費
予 備 費

計

予 算 額
1,381 ,247
150,000
30,000
10,000

1,571 ,247

新型コロナウイルスで
中 止

備　　　　　　考
日帰り又は一泊旅行 年１回、グラウンドゴルフ 年2回
祝金、香典
切手代、事務用品など

議
案
第
四
号

令
和
二
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

事
故
防
止
に
向
け
て
の
安
全
講
習
会

の
企
画
開
催
、
及
び
重
点
課
題
の
広

報
掲
載
な
ど
を
通
し
て
、
会
員
の
皆

様
と
と
も
に
安
全
作
業
を
学
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
く

な
っ
た
『
安
全
就
業
作
業
マ
ニ
ュ
ア

ル
』
を
日
々
の
作
業
の
友
と
し
て
、

是
非
と
も
安
全
な
作
業
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

た
め
、
今
年
度
の
会
員
互
助
会
総
代

会
を
中
止
し
、
以
下
の
と
お
り
「
会

員
互
助
会
総
代
会
議
案
書
」
を
お
届

け
致
し
ま
し
た
。

議
案
第
一
号

令
和
元
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

令
和
元
年
度
収
支
決
算
報
告

お
よ
び
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

令
和
二
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

◦
親
睦
旅
行

　
　

日
帰
り
又
は
一
泊
旅
行

　

新
型
コ
ロ
ナ
で
見
合
せ

◦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

年
二
回

　

新
型
コ
ロ
ナ
で
見
合
せ

◦
給
付
事
業

　
　

米
寿･
喜
寿
お
祝
い
、
香
典



員員 場場会会 広広のの

現在７年余り除草作業に従事しております。
お陰様で元気で今日まで仕事が出来たことに喜びを感じています。
これからも今まで通り頑張っていこうと思っている所です。
振り返ってみますと、色々な方々とお会いしたこと、個人様の庭、

公共の場と広さにも大きな差があり、又草の状態も色々あり一人で出
来る所、何人かの応援の方々の協力を得て１日～２日かかる事もあり
ました。
除草について私の心がけていることを書きます。
除草とは、草を刈るとは違うと思っております。常に草を除くとい
う字の通りと心がけ、一本一本根っこから取り除く事に心がけていま
すが数か月経てば必ず草は生えてくる強い生き物です。
仕事が完了し家主様に報告した時に「ご苦労様でした」と暖かい声
をかけて頂き、なかには「是非次回もお願いします」の声を聴くと疲
れも癒されます。
最後に、快く応援に来ていただいている皆さん、これからもよろしく。
コロナと暑さに気を付けて頑張りましょう。

除草作業に
　　従事して思うこと

野洲一班   川 端  治 子

ピッカピカのシルバー１年生、７月より、きたの保育園で働くこと
になりました。
初出勤までは年甲斐もなく、わくわく感と不安でいっぱいでしたが、

シルバーの担当職員のフォローと、仕事の仕方を保育園の方に丁寧に
教えて頂き楽しく過ごしています。
子ども達と接していると元気と活

力をもらい、毎回刺激があり、毎回
が勉強です。
自分の希望する職種を紹介してい

ただいたシルバー人材センターに感
謝しています。

シルバーに入会して
兵主一班   大 迫  清 志

シルバー やす令和 2 年 9 月 25 日 （６）



シルバー やす（７） 令和 2 年 9 月 25 日

「すてきなまちに第16集」から抜粋

● 人権シリーズ

中主中学校１年 吉川　瑞音

北
野
小
学
校
一
年

中　

島　
　

禄
よしかわ み　お

な
か

じ
ま

ろ
く

2019 年度 （令和元年度）
人権尊重をめざす
　　　 人権作品紹介
○ ポスター部門

•
上
半
身　

慌
て
整
え
る　

テ
レ
ワ
ー
ク

•
バ
ラ
園
の　

色
と
り
ど
り
に　

癒
さ
れ
る

•
尾
瀬
の
四
季　

撮
影
の
妙
に　

癒
さ
れ
て

野
洲
三
班　

橋　
　

利
夫

川　

 

柳

川　

 

柳

川　

 

柳

•
機
器
な
る
お

　

お
で
こ
に
近
づ
け

　

検
温
を

　

こ
の
技
術
に

　

感
服
す
る
な
り

•
長
年
の

　

手
作
り
の
味

　

変
わ
り
な
く

　

モ
ー
ニ
ン
グ
の
ジ
ャ
ム
に

　

安
堵
す
る
な
り

祇
王
二
班　

田
中 

富
士
子

短　

 

歌

短　

 

歌

短　

 

歌

水
彩
画

野
洲
四
班　

前
田　

博
美

絵
て
が
み

野
洲
三
班　

丹
波　

き
よ

写
真

北
野
三
班　

杉
本　

義
昭

会員作品



シルバー やす令和 2 年 9 月 25 日 （８）
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2016（H28）７月　花蓮は枯れた為、
以降見ることが出来なくなりました。

目　　　　次

高齢者の豊かな経験と能力を地域社会に
ホームページ　https://www.sjc.ne.jp/yasu/

題　 名

湖面一面の花蓮の群生と三上山湖面一面の花蓮の群生と三上山

後
記

集集
後
記

編編新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

不
安
な
日
々
の
中
、
今
号
の

編
集
会
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
入
部
員「
ひ
よ
っ
こ
」

の
私
も
、
右
も
左
も
分
ら
ぬ

ま
ま
会
議
に
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
居
並
ぶ
諸

先
輩
方
に
倣
い
な
が
ら
読
み

合
わ
せ
な
ど
校
正
作
業
を
行

い
、
今
ま
で
何
気
な
く
読
ん

で
い
た
記
事
も
、
こ
う
し
た

広
報
部
員
の
隠
れ
た
地
道
な

努
力
の
上
で
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
知
り
ま
し

た
。
ま
た
会
員
の
皆
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
原
稿
に
も
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
思

い
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
を
感

じ
、
こ
の
思
い
を
大
切
に
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

次
号
発
行
に
向
け
て
、
会

員
の
皆
様
に
は
作
品
や
仕
事

の
経
験
談
の
投
稿
な
ど
御
協

力
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。　
　
　
（
記
：
松
岡
）

広
報
部
会
一
同

吉
田  

淑
子　

白
井  

和
利

四
宮  

俊
昭　

吉
川  

健
一

野
阪  

圭
司　

片
岡
千
鶴
子

　
　

 

松
岡  

治
子

サービス分野サービス分野

軽度生活支援
サービス
軽度生活支援
サービス

家事サービスな
ど

家事サービスな
ど

事務分野事務分野
毛筆筆耕
賞状書きなど
毛筆筆耕
賞状書きなど

屋内外の作業
屋内外の作業技能を

  必要とする分野
技能を
  必要とする分野

障子張り
襖張りなど
障子張り
襖張りなど

植木手入れ植木手入れ
公園清掃など
公園清掃など

除草・草刈り会社内の清掃遺跡発掘

除草・草刈り会社内の清掃遺跡発掘

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

い
ろ
い
ろ
な
経
験
の

持
ち
主
を
求
め
て
い
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

い
ろ
い
ろ
な
経
験
の

持
ち
主
を
求
め
て
い
ま
す

１、野洲市内に住むおおむね60歳以上の方で、健康で働く意欲のある方なら入会できます。
２、入会の説明会に出席し、説明内容を承諾して頂けた方は後日、必要書類を持参の上、入会手続きを行って下さい。

３、入会された方は、入会手続きと同時に会費を納めていただきます。
４、会員は自分の希望する職種を登録しておき、センターは、その職種を希望している会員に仕事を依頼します。

シルバー人材センターは
高齢者のみなさまに働く場を提供いたします

シルバー人材センターは
高齢者のみなさまに働く場を提供いたします

会
員
に
な
る
に
は

※ 令和２年度の入会説明会は、次の 9回です。
　 10 月 15日（木）9：30～　　11月 5日（木）9：30～　　11月 19日（木）9：30～
　 12 月 3日（木）9：30～　　 1月 7日（木）9：30～　  2 月 4日（木）9：30～
　 2 月 18日（木）9：30～　　 3月 4日（木）9：30～　  3 月 18日（木）9：30～
※ 入会説明会は無料で受けて頂けます。必ず電話か来所により事前に予約をお願いします。（☎586-2333）


